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令和７年11月定例会を次のとおり開催しました。

11月25日
本会議　
委員長報告（決算）、
議案上程（委員会付託）

11月28日, 12月１〜３日 本会議　市政一般質問
12月４～５日, ８～９日 常任委員会
12月10日 特別委員会

12月12日 本会議　追加議案上程、委員長報告等
常任委員会

一般会計補正予算（第４号、第５号）を可決
＜主な内容＞
〇妊婦支援給付事業費（給付金）
　妊婦のための支援給付において、流産等であって
も胎児心拍が確認されていれば
給付の対象となったことにより、
給付金の不足額を補正するもの。

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

補正予算の詳細はこちら▶︎

一 般 質 問 質問した順番で掲載しています。
各議員名の下にあるQRコード※から質問の映像をご覧になれます。

第4号 第5号

	

本
市
で
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
必
要
な
介
護
福
祉
施
設
整
備
量
を
見

込
ん
で
い
る
が
、
建
設
資
材
費
の
高
騰
等
に

よ
り
、
事
業
者
に
よ
る
施
設
整
備
が
進
ん
で

い
な
い
現
状
を
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
対
応
策
と
し

て
、
既
存
施
設
の
用
途
転
換
等
を
含
め
た
介

護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

	

建
設
費
用
の
高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
、

第
９
期
計
画
の
目
標
数
に
は
現
段
階
で
届
い

て
い
な
い
。
公
募
期
間
の
延
長
や
長
崎
県
外

で
事
業
を
行
っ
て
い
る
法
人
も
対
象
に
す
る

な
ど
の
公
募
要
件
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
た

が
、
目
標
達
成
に
向
け
て
事
業
者
の
ニ
ー
ズ

を
お
聞
き
し
な
が
ら
公
募
要
件
を
整
備
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
既
存
施
設
の
活
用
に
当

た
っ
て
は
、
今
後
の
介
護
施
設
の
需
要
や
転

用
元
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
等
も
勘
案

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
第
10
期
計
画
の
策

定
に
お
い
て
、
医
療
や
介
護
関
係
者
な
ど
か

ら
成
る
審
議
会
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
事

業
計
画
の
見
直
し
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
の
進
捗

問問答

	

今
年
度
策
定
さ
れ
た
中
期
財
政
見
通
し

で
は
、
投
資
的
経
費
が
大
き
く
基
金
も
想
定

以
上
の
取
崩
し
額
と
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ

る
が
、
本
市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、

今
後
控
え
て
い
る
大
型
事
業
は
、
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
こ
の
ま
ま
実
施
す
る
つ
も
り
な
の
か
。

さ
ら
に
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
り
重

点
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

	

中
期
財
政
見
通
し
に
お
い
て
、
歳
入
で

は
人
口
減
少
に
伴
う
市
税
と
普
通
交
付
税
の

減
少
、
歳
出
で
は
社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
、

投
資
的
経
費
の
高
止
ま
り
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
れ
ら
の
収
支
不
足
を
補
う
た
め
戦
略
的
収

支
改
善
額
を
引
上
げ
る
が
、
な
お
多
額
の
基

金
の
繰
入
れ
が
必
要
で
、
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
投
資
的
経
費
は
、
大

型
事
業
も
含
め
事
業
費
の
総
量
抑
制
を
図
る
。

ま
た
、
全
事
業
に
お
い
て
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
に
よ

る
大
胆
な
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
う
。
そ

の
う
え
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
健
全
で
め
り
張
り
の
効
い
た
財

政
運
営
に
努
め
る
。

中
期
財
政
見
通
し
と
今
後
の
予
算
編
成

問問答

	

県
内
の
自
治
体
に
お
い
て
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
対
象
が
乳
幼

児
の
み
と
な
っ
て
い
る
の
は
本
市
の
み
で
あ

る
。
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
と
と

も
に
、
子
ど
も
の
発
症
や
蔓
延
防
止
に
有
効

な
予
防
接
種
の
費
用
助
成
対
象
を
小
中
学
生

ま
で
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
か
。

	

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
17
年
度
か
ら

法
定
外
の
任
意
接
種
と
し
て
、
よ
り
重
症
化

し
や
す
い
乳
幼
児
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

県
内
の
他
市
町
に
お
い
て
は
、
対
象
者
を
中

学
生
ま
で
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
ま

た
、
自
己
負
担
額
を
本
市
よ
り
安
価
に
設
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
対
象
拡
大
に
つ
い

て
は
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
に
有
効

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
市
に
お
い
て

は
、
他
に
も
様
々
な
子
育
て
施
策
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
ど
の
子
育
て
施
策

が
効
果
的
で
あ
る
か
十
分
に

見
極
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
拡
大

問問答答

公
明
党林

　
広
文

自
民
創
生

澤
㔟
み
ず
き

日
本
共
産
党

中
西
　
敦
信
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厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
毎
年

10
億
円
の
収
支
改
善
に
取
り
組
む
と
い
う
こ

と
だ
が
、
令
和
８
年
度
の
予
算
編
成
の
具
体

的
な
考
え
方
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
全
事
業

に
お
い
て
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
例
え
ば
、
く
ん
ち
、

ペ
ー
ロ
ン
、
長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
な
ど
の
伝
統
的
な
行
事
に
関
す
る
予
算
に

つ
い
て
は
、
予
算
を
き
ち
ん
と
確
保
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
よ
も
や
削
減
さ
れ
る
の
か
。

市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

	

令
和
８
年
度
予
算
編
成
で
は
、
10
億
円

の
収
支
改
善
を
行
う
た
め
、
全
事
業
に
お
い

て
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
に
よ
る
大
胆
な
事
務
事
業
の

見
直
し
な
ど
を
行
う
。
そ
の
う
え
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
健
全

で
め
り
張
り
の
効
い
た
財
政
運
営
に
努
め
る
。

ま
た
、
伝
統
的
な
行
事
に
関
す
る
予
算
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
各
事
業
の
効
果
や
必
要
性

に
つ
い
て
適
宜
見
直
し
を
行
い
、
優
先
順
位

を
つ
け
な
が
ら
予
算
編
成
を
行
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
、
伝
統
行
事
を
継
承
で
き
る
よ
う
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た

い
。 令

和
８
年
度
予
算
編
成
方
針
の
考
え
方

問問答

	

令
和
７
年
度
の
長
崎
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
等
発
行
支
援
費
補
助
金
は
受
付
が
早

期
に
締
め
切
ら
れ
、
商
品
券
も
完
売
す
る
な

ど
、
市
民
・
事
業
者
双
方
に
大
き
な
効
果
が

あ
り
、
国
も
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
使
途

と
し
て
推
奨
し
て
い
る
が
、
来
年
度
も
実
施

す
る
の
か
。

	

本
市
で
は
、
今
年
度
、
国
の
物
価
高
騰

に
係
る
交
付
金
等
を
活
用
し
、
商
店
街
等
を

対
象
と
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
商
店
街

等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合
っ
た
取
組
を
行

う
こ
と
で
、
市
民
の
消
費
や
地
域
経
済
の
活

性
化
、
連
携
す
る
組
織
の
体
制
強
化
が
図
ら

れ
て
い
る
。
商
店
街
等
の
事
業
者
や
利
用
者

か
ら
は
、
同
商
品
券
の
継
続
を
望
む
声
も
あ

り
、
ま
た
、
国
の
総
合
経
済
対
策
に
お
い
て

も
、
拡
充
さ
れ
る
同
交
付
金
の
推
奨
事
業
と

し
て
例
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
付
額

や
経
済
対
策
に
係
る
他
の
事
業
の
状
況
等
も

勘
案
し
な
が
ら
、
商
品
券
発
行
支
援
の
実
施

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
活
用
に
よ

る
物
価
高
騰
対
策

問問答

	

太
陽
光
発
電
の
オ
ン
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
は
、

電
気
供
給
事
業
者
が
自
治
体
な
ど
の
敷
地
内

に
太
陽
光
発
電
設
備
を
無
償
で
設
置
し
、
発

電
し
た
電
力
を
一
定
単
価
で
供
給
す
る
電
力

販
売
モ
デ
ル
で
あ
り
、
電
気
使
用
者
側
に

と
っ
て
初
期
投
資
が
不
要
で
、
電
気
料
金
の

低
減
が
期
待
で
き
る
利
点
が
あ
る
。
自
主
財

源
確
保
の
た
め
、
公
共
施
設
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｐ
Ａ
を
導
入
し
、
電
気
代

削
減
を
さ
ら
に
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
お
聞
き
し
た
い
。

	

本
市
で
は
現
在
、
小
・
中
学
校
や
そ
の

他
公
共
施
設
な
ど
63
施
設
に
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
し
て
お
り
、
２０３０
年
ま
で
に
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
が
可
能
な
公
共
施
設
へ
の

導
入
を
進
め
る
方
針
で
あ
る
。
今
後
、
導
入

の
可
能
性
が
あ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
事
業

収
益
性
を
慎
重
に
検
証
し
な
が
ら
、
オ
ン
サ

イ
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
導
入
な
ど
民
間
と
の
連
携
や

有
利
な
財
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
電
気
代

削
減
を
図
れ
る
よ
う
、
具
体
的
な
検
討
を
進

め
て
い
く
。

自
主
財
源
確
保
の
た
め
の
公
共
施
設

の
電
気
代
削
減
策

問問答

	

南
北
幹
線
道
路
の
整
備
事
業
推
進
を
目

的
と
し
て
長
崎
県
と
長
崎
市
が
締
結
し
た
協

定
書
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、

都
市
計
画
道
路
の
着
工
は
ど
こ
か
ら
始
め
る

の
か
、
そ
し
て
市
営
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の
移

転
時
期
及
び
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
検
討
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

協
定
の
内
容
と
し
て
は
、
地
元
と
の
調

整
や
用
地
交
渉
な
ど
を
県
と
市
で
連
携
し
、

協
力
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

都
市
計
画
道
路
の
着
工
に
つ
い
て
、
長
崎
県

か
ら
は
、
西
町
か
ら
江
里
町
ま
で
の
ト
ン
ネ

ル
区
間
か
ら
着
手
し
た
い
考
え
で
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
市
営
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
に
関
し

て
は
、
長
崎
市
総
合
運
動
公
園
に
移
転
す
る

こ
と
と
な
る
が
、
継
続
し
て
施
設
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
同
運
動
公
園
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
を
整
備
し
た
後
に
移
転
・
解
体
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
関
係
団
体
と
協
議
調

整
を
進
め
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
に
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

立
て
て
い
き
た
い
。

平
和
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
再
配
置

問問答

自
民
創
生

浅
田
　
真
五

公
明
党

山
本
　
信
幸

公
明
党

永
尾
　
春
文

市
民
ク
ラ
ブ

井
上
　
重
久
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現
在
、
米
価
格
高
騰
等
の
影
響
も
あ
り
、

一
次
産
業
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
地

形
で
は
農
地
条
件
が
厳
し
い
た
め
、
生
産
効

率
を
上
げ
、
付
加
価
値
を
付
け
る
取
組
が
必

要
と
考
え
る
。
も
う
か
る
農
業
を
目
指
す
に

当
た
っ
て
は
、
農
地
基
盤
整
備
が
必
要
と
思

う
が
、
市
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	
本
市
の
中
山
間
地
域
で
は
、
狭
小
農
地

が
分
散
し
て
い
る
た
め
生
産
性
が
低
く
、
新

規
就
農
者
は
優
良
農
地
の
確
保
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
。
優
良
農
地
の
確
保
の
た
め
、

市
で
は
令
和
２
年
度
に
小
規
模
な
土
地
基
盤

整
備
へ
の
補
助
制
度
を
創
設
し
た
ほ
か
、
令

和
７
年
度
か
ら
、
国
の
補
助
を
活
用
す
る
際

に
必
要
と
な
る
大
規
模
整
備
に
係
る
計
画
作

成
へ
の
補
助
制
度
も
新
設
し
、
春
日
地
区
で

は
こ
れ
を
活
用
し
て
農
協
等
が
大
規
模
基
盤

整
備
の
計
画
作
成
を
進
め
て
い
る
。
農
地
基

盤
整
備
に
は
地
域
の
合
意
形
成
や
長
期
的
な

利
用
計
画
が
不
可
欠
で
あ
り
、
関
係
者
と
連

携
し
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
農
地
基
盤

整
備
を
推
進
し
、
農
業
者
と
産
地
の
育
成
を

図
り
た
い
。

農
地
基
盤
整
備
に
係
る
本
市
の
取
組

問問答

	

母
子
の
健
康
に
不
安
が
あ
り
大
学
病
院

な
ど
で
出
産
し
た
産
婦
こ
そ
、
産
後
ケ
ア
事

業
が
最
も
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
利
用
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
、
現
在
の
予
約
方
法
は
希

望
の
施
設
に
電
話
を
か
け
る
方
法
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
や
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
使
用
し
て
、
空
き
状
況
の
確
認
か

ら
申
込
み
ま
で
一
括
し
て
で
き
る
よ
う
に
し
、

利
用
者
の
負
担
軽
減
を
図
れ
な
い
か
。

	

昨
年
度
に
大
学
病
院
な
ど
の
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
出
産
し
た
方
の
産
後
ケ

ア
事
業
の
利
用
状
況
は
27.8
％
で
あ
り
、
一
般

の
産
科
医
療
機
関
で
出
産
し
た
方
と
同
等
程

度
の
利
用
率
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
産
後

の
不
安
と
疲
労
の
中
で
施
設
を
探
す
こ
と
は

負
担
が
大
き
い
た
め
、
今
後
、
利
用
者
が
選

択
し
や
す
い
よ
う
周
知
用
チ
ラ
シ
の
充
実
や

施
設
情
報
の
一
覧
化
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

長
崎
県
で
検
討
し
て
い
る
産
後
ケ
ア
ア
プ
リ

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
と
実
施
施
設

の
状
況
に
寄
り
添
う
形

と
な
る
よ
う
県
に
意
見

を
伝
え
て
い
き
た
い
。

産
後
ケ
ア
事
業
の
充
実

問問答

	

池
島
町
に
お
い
て
、
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
計
画
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
企
業

か
ら
は
、
本
市
の
地
元
や
漁
業
関
係
者
だ
け

に
説
明
が
あ
っ
て
い
る
も
の
の
、
同
じ
海
域

を
利
用
す
る
周
辺
市
町
へ
の
漁
民
や
漁
協
、

長
崎
県
へ
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
市

は
関
係
す
る
市
町
や
団
体
等
に
説
明
責
任
を

果
た
す
べ
き
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

	

池
島
地
区
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物
処
分

場
計
画
は
、
廃
棄
物
を
埋
め
立
て
る
だ
け
の

安
定
型
と
異
な
り
、
遮
水
シ
ー
ト
等
を
設
置

し
、
発
生
し
た
汚
水
等
の
管
理
を
行
う
管
理

型
の
処
分
場
と
し
て
、
企
業
に
よ
る
最
終
処

分
場
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
時
点

で
企
業
か
ら
は
関
係
市
町
等
の
関
係
者
へ
の

説
明
が
な
さ
れ
て
い

な
い
が
、
本
市
と
し

て
も
、
今
後
、
法
律

に
基
づ
き
、
本
市
以

外
の
関
係
す
る
県
市

町
と
団
体
に
説
明
を

行
っ
て
い
く
。

池
島
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
建
設
予
定

問問答

自
民
創
生

山
下
　
巌
記

新
政
ミ
ラ
イ

森
き
ょ
う
へ
い

な
が
さ
き
次
世
代
の
党

梅
本
け
い
す
け

	

松
が
枝
埠
頭
が
２
バ
ー
ス
化
さ
れ
る
と
、

長
崎
に
来
航
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
が
増
え
、
観

光
客
も
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

観
光
客
の
周
遊
方
法
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
、
石
橋
電
停
ま
で
の
路
面
電
車
は
単
線

の
た
め
、
増
便
が
難
し
い
状
況
だ
が
、
松
が

枝
地
区
へ
延
伸
す
れ
ば
増
便
も
可
能
と
な
り
、

観
光
客
の
市
内
周
遊
性
は
大
き
く
向
上
す
る

と
考
え
る
。
現
在
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

	

路
面
電
車
の
松
が
枝
地
区
へ
の
延
伸
は
、

観
光
客
の
利
便
性
向
上
等
に
大
き
く
寄
与
す

る
と
考
え
ら
れ
、
市
中
心
部
の
交
通
結
節
機

能
強
化
の
基
本
計
画
や
、
県
市
で
策
定
・
公

表
し
た
松
が
枝
周
辺
地
区
整
備
構
想
に
位
置

づ
け
、
中
長
期
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
県
と
と
も
に
交

通
事
業
者
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
が
、
事
業

化
に
向
け
て
は
採
算
性
等
の
様
々
な
課
題
を

解
決
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
も
県
市
連
携

の
も
と
、
交
通
事
業
者
等
と
協
議
し
な
が
ら

実
現
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

長
崎
電
気
軌
道
の
松
が
枝
地
区
延
伸

の
進
捗

問問答

自
民
創
生柿

田
　
正

池島
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国
は
令
和
８
年
度
か
ら
小
学
校
給
食
費

無
償
化
を
検
討
し
て
い
る
が
、
本
市
の
小
学

校
で
無
償
化
を
行
う
場
合
、
来
年
度
の
給
食

費
の
試
算
額
と
国
の
支
援
額
に
生
じ
る
差
額

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
が
給
食
費
と
し
て
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
な

い
か
伺
い
た
い
。

	
令
和
８
年
度
か
ら
の
小
学
校
給
食
費
無

償
化
に
つ
い
て
、
国
は
支
援
の
基
準
額
を
月

額
4,700
円
程
度
と
し
て
設
定
す
る
と
の
報
道
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
で
は
近
年
の
物
価

高
騰
に
よ
り
、
令
和
８
年
度
の
給
食
費
が
月

額
5,900
円
程
度
に
な
る
と
試
算
し
て
お
り
、
国

の
基
準
額
と
の
間
に
月
額
1,200
円
の
差
額
が
生

じ
る
見
込
み
で
あ
る
。
仮
に
こ
の
差
額
を
市

が
負
担
す
る
場
合
、
年
間
約
２
億
円
の
財
政

負
担
が
見
込
ま
れ
る
。
国
の
制
度
設
計
の
詳

細
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
保

護
者
に
負
担
を
生
じ
さ

せ
な
い
前
提
で
支
援
が

行
わ
れ
る
場
合
、
市
が

差
額
分
を
対
応
す
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
る
。

小
学
校
の
給
食
費
無
償
化

問問答

	

建
設
場
所
検
討
の
た
め
実
施
さ
れ
た
測

量
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、

住
民
説
明
会
等
を
通
じ
て
、
住
民
か
ら
ど
の

よ
う
な
要
望
が
出
さ
れ
、
市
と
し
て
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

	

新
火
葬
場
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
地

で
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
10
月

以
降
地
元
自
治
会
等
に
説
明
を
行
い
、
令
和

７
年
１
月
に
は
住
民
説
明
会
を
開
催
し
た
。

市
と
し
て
は
、
候
補
地
選
定
、
火
葬
設
備
、

造
成
や
建
物
配
置
、
交
通
問
題
、
地
域
振
興

策
な
ど
頂
い
た
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

多
角
的
な
調
査
・
検
討
の
う
え
市
の
考
え
方

を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
ご
意
見
に
適
切

に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
７
年
６
月
に
か
け

て
現
在
地
及
び
周
辺
の
測
量
調
査
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、
約
13
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
敷

地
の
高
低
差
、
隣
接
す
る
河
川
、
周
辺
の
土

質
等
を
考
慮
す
る
と
、
極
力
地
形
を
生
か
し

た
造
成
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、

丁
寧
な
説
明
と
対
話
を
通
じ
て
住
民
と
の
合

意
形
成
に
努
め
て
い
く
。

火
葬
場
の
建
て
替
え
計
画

問問答

	

長
崎
駅
周
辺
は
、
大
規
模
な
開
発
が
行

わ
れ
、
観
光
推
進
の
取
組
が
な
さ
れ
た
こ
と

で
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る

が
、
ま
ち
な
か
な
ど
他
の
エ
リ
ア
は
あ
ま
り

影
響
を
受
け
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
で
一
時
的
に
に
ぎ
わ
っ
て
も
、

そ
れ
が
持
続
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

	

本
市
で
は
、
商
店
街
等
を
核
と
す
る
地

域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
支
援
事
業
費
補
助
金
な

ど
に
よ
り
誘
客
等
の
取
組
を
支
援
し
て
お
り
、

今
年
度
は
、
中
通
り
商
店
街
発
祥
400
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
実
施
の
ほ
か
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
つ
き
ま
ち
長
崎
横
丁
で
の
サ
ッ

カ
ー
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど
、

多
く
の
方
が
ま
ち
な
か
を
訪
れ
る
機
会
が
創

出
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
に
ぎ
わ
い
を
持

続
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
今
後
は
、
市
内
事
業
者
や

商
店
街
、
商
工
会
議
所
等
と
連
携
し
、
来
訪

者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
回
遊
促
進

策
の
実
施
に
努
め
て
い
き
た
い
。

交
流
人
口
の
回
遊
促
進
策

問問答

市
民
ク
ラ
ブ

山
口
た
か
ゆ
き

市
民
ク
ラ
ブ

五
輪
　
清
隆

新
政
ミ
ラ
イ

都
留
か
す
み

	

一
般
県
道
深
堀
三
和
線
の
蚊
焼
地
区
か

ら
深
堀
地
区
間
は
、
国
道
499
号
の
栄
上
工
区

完
成
後
、
本
市
へ
移
管
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

栄
上
工
区
は
令
和
８
年
度
完
成
予
定
だ
が
、

深
堀
漁
港
付
近
や
、
大
籠
町
か
ら
晴
海
台
町

ま
で
の
区
間
は
長
年
未
改
良
の
状
態
の
ま
ま

で
、
地
域
最
大
の
交
通
難
所
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
２
箇
所
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

	

深
堀
漁
港
付
近
や
大
籠
町
か
ら
晴
海
台

町
ま
で
は
幅
員
が
狭
く
車
両
の
離
合
が
困
難

な
区
間
と
な
っ
て
い
る
が
、
県
に
お
い
て
こ

の
２
箇
所
の
具
体
的
な
事
業
計
画
は
策
定
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
特
に
交
通
の
危

険
性
が
高
い
深
堀
漁
港
付
近
の
三
差
路
交
差

点
周
辺
の
部
分
改
良
の
提
案
な
ど
、
県
に
整

備
を
要
望
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
籠
町
か
ら

晴
海
台
町
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
県
の

概
略
設
計
の
成
果
を
踏
ま
え
、
市
に
お
い
て

現
道
改
良
を
検
討
し
た
い
。
市
道
移
管
後
は

本
市
が
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

当
該
箇
所
の
整
備
方
針
を
早
期
に
定
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

一
般
県
道
深
堀
三
和
線
の
市
道
移
管

後
の
取
組

問問答

新
政
ミ
ラ
イ

武
次
　
良
治


